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琵琶湖プロジェクト積雪観測（in 余呉高原）資料
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単管
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全体図

材料（一観測点分、実際にはこれを2セット用意する）

· 単管1.5m×4（打ち込み用）

· 単管4.0m×4（垂直のポール及び斜めの支え用）

· 単管2.5m×2（積雪深計をつける張り出し及び支え用）

· 自在クランプ×10

· 直交クランプ×2

· 打ち込み用コーン×4

足りなかった工具

· ラチェット

· モンキーレンチ

· レベル

· 雪かきスコップ

持っていく荷物

・13箱（よご1～よご13）

工程

1． 中心の1.5m単管を打ち込む

2． 中心のポール（4.0m単管）と中心の1.5m単管を自在クランプで固定

· 自在クランプ同士の間隔を1mほどあける

· 1.5m単管がやや斜めになるようにつける（中心のポールは鉛直にする）
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3． 斜めの支え（4.0m単管）を入れる

· クランプは下から単管を支えるようにつける（どんなときも）

· 上から見て120°，120°，120°になるようにつける

· 横から見て斜めの支えの地面に接する角度が60°くらいにする
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斜めの支えの上をあまりあまらせないようにする

4． 1.5m単管を打ち込んで斜めの支えを自在クランプで固定

· 自在クランプで斜めの支えを仮止めしておく

· 自在クランプのボルトのうち斜めの支えの方はきっちり固定

· 1.5m単管は中心のポールに向かう方向に刺さっていくように打ち込む

（３と４を3回繰り返す）

5． 揺らして，固定されていない斜めの支えを，自在クランプの遊びがなくなる方向にひねって固定する

· 中心のポールが垂直か確認しながら

6． 張り出し（2.5m単管）をつける

· ①②③の順につける

· ③を固定する際に張り出しを水平に調整
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直交クランプによる落ち止めを③の上につける


□：自在クランプ


△：直交クランプ








